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１．概要（Summary） 

加速度 0.1 G程度の低 G領域で動作するMEMS振

動発電素子として、振動方向の静電引力をキャンセルす

る対称性の高いエレクトレット型振動発電素子を製作し、

その出力特性を評価した。また、エレクトレットの帯電電圧

を４．２倍に増大したところ、振動発電の最大電流は３．４

倍に増大し、コンデンサへの充電時間を１／６に短縮でき

た。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高 速 大 面 積 電 子 線 描 画 装 置 ADVANTEST 

F5112+VD01 、マスク ・ウエーハ自動現像装置群

EVG101 

【実験方法】 

高速大面積電子線描画装置を用いて、フォトリソグラフ

ィ用のマスクを製作した。また、そのマスクを用いて利用者

のラボでＳＯＩ基板の高アスペクト比ドライエッチング加工

を行い、シリコン製MEMS（Micro Electro Mechanical 

Systems）型の振動発電素子構造を形成した。また、構

造全体を熱酸化したのちに高温・高電圧下で分極処理を

行い、エレクトレット（永久電荷）を保持した電極を形成す

ることにより、機械振動から静電誘導電流を発生する小型

発電器を製作した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Figure １に製作した振動発電素子の概観写真と

SEM 像を示す。可動電極にタングステン製の錘（質量

1.5 g）を搭載することで機械的な Q 値が増大し、低加速

度領域でも比較的大きな振動（350 µm）が得られている。

なお本研究では、可動電極（GND）に対して固定電極表

面のエレクトレットに−60 Vおよび−250 Vの電位を与えた

２種類の素子を製作して出力特性を比較した。 

 

 

Figure 1 Developed three-port electrostatic vibrational 

energy harvester 

 

４．その他・特記事項（Others） 

本研究は科学技術振興機構の戦略的創造研究推進

事業（グラント番号 JPMJCR15Q4）の支援を受けており、

静岡大学、一般財団法人電力中央研究所、株式会社鷺

宮製作所との共同研究として実施しています。 
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